
（機密性１）

１　管理運営

区　分 予算額 決算額 差　額 備　考
（決算-予算）

収入
　運営費交付金 ３,２９２ ３,４０４ １１２ （注１）
　施設整備費補助金 ３３１ ３８４ ５３ （注２）
　船舶建造費補助金 - - -
　施設整備資金貸付金償還時補助金 - - -
　補助金等収入 ６１ ９３ ３２ （注３）
　大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 ８ ８ -
　自己収入 ７５３ ７７２ １９
　　授業料、入学金及び検定料収入 ６９６ ６７１ △ ２５ （注４）
　　附属病院収入 - - -
　　財産処分収入 - ４４ ４４ （注５）
　　雑収入 ５７ ５７ ０
　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 １６５ １７０ ５ （注６）
　引当金取崩 - - -
　長期借入金収入 - - -
　貸付回収金 - - -
　前中期目標期間繰越積立金取崩 ３３ １２ △ ２１ （注７）
　目的積立金取崩 - - -
　引当特定資産取崩 - - -

計 ４,６４３ ４,８４３ ２００

支出
　業務費 ４,０７８ ３,８８７ △ １９１
　　教育研究経費 ４,０７８ ３,８８７ △ １９１ （注８）
　　診療経費 - - -
　施設整備費 ３３９ ３８４ ４５ （注９）
　船舶建造費 - - -
　補助金等 ６１ ６８ ７ （注10）
　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 １６５ １１４ △ ５１ （注11）
　貸付金 - - -
　長期借入金償還金 - - -
　大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 - ４ ４ （注12）

計 ４,６４３ ４,４５７ △ １８６

収入－支出 - ３８６ ３８６

（６）予算及び決算（令和６年度）

（単位：百万円）



○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、教育・研究基盤維持経費が追加交付されたこと等によ
り、予算額に比して決算額が112百万円多額となっています。

（注２）施設整備費補助金については、同補助金が追加交付されたことにより、予算額に比
して決算額が53百万円多額となっています。

（注９）（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が45百万円多額となっていま
す。

（注10）補助金等については、授業料等減免費交付金等が追加交付されたことにより、予算
額に比して決算額が7百万円多額となっています。

（注11）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、当初の見込みより寄附金収入
が増加したこと等により、予算額に比して決算額が51百万円少額となっています。

（注12）大学改革支援・学位授与機構施設費納付金については、予算額に土地譲渡による独
立行政法人大学改革支援・学位授与機構への納付額を含めていないことにより、予算額に比
して決算額が4百万円多額となっています。

（注３）補助金等収入については、授業料等減免費交付金が追加交付されたこと等により、
予算額に比して決算額が32百万円多額となっています。補助金等収入には、授業料等減免費
交付金が25百万円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しています。

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、当初の見込みより大学院学生の入学者
が減少したこと等により、予算額に比して決算額が25百万円少額となっています。

（注５）財産処分収入については、予算額に土地譲渡の売却収入額を含めていないことによ
り、予算額に比して決算額が44百万円多額となっています。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、当初の見込みより寄附金収入が
増加したこと等により、予算額に比して決算額が5百万円多額となっています。また、決算
額には、前年度からの繰越額1百万円が含まれています。

（注７）前中期目標期間繰越積立金取崩については、決算額には資産の取得額を含めていな
いこと等により、予算額に比して決算額が21百万円少額となっています。

（注８）教育研究経費については、人件費の節減等により、予算額に比して決算額が191百
万円少額となっています。


